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前橋市は、28万の市民がすばらしい街づくり、生涯学習都市を目指し躍進している。また、   

県都として教育、文化、商工業の調和ある発展を推進している。鎮守廻り追跡の所在する朝倉   

町は、市街地の南部に位置している。本地は、旧利根川の流路にあたる広瀬川右岸河岸段丘上   

にある。  

この河岸段丘上には、天神山古墳、八幡山古墳、金冠塚古墳、二子Lll古墳を初め大小の古墳   

がかって百有余存在していた朝倉、広瀬古墳群があり、その両部には条里制7k任1が広く存在し  

ていた。また、和名類衆抄にみられる朝倉の地と想定され、上毛野氏の一族である軌倉の君の  

居住地と推定されており、東国文化の中心地であったと考えられる。  

朝倉町一帯が住宅団地造成がおし進められたのは、昭和30年代後半からであり、多くの古   

墳が削平されたがそのあとに市内第一級の住宅地が建設され住みよいl町づくりが住民自身の手   

により展開されている。開発部楽と文化財保護は一耐こおいて相反するものであるが地域に残   

る文化肘、伝統、文化、歴史を吐かしての街づくりコミュニュティづくりが着々と推進されて   

いる。  

このような地で宅地造成を計画されたが、地域の文化、文化肘保護の趣旨、重要性を十分に   

認識、理解され発抑調査に横極的に協力いただいた土地所有者である長谷川節司氏に対して深   

甚なる謝意を表し感謝申し上げます。  

この報告書が棚倉町の歴史、地域の歴史をl刑かす一助になるものと期待するとともに斯学の   

発展に寄与できれば幸甚に存じます。  

l位相161年6月301：l  

前橋市教育委員会  

教育長 岡 本 信 正   
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1．この報告書は、長谷川節司氏（前橋市朝倉町85）が建設する貸借住宅建設予定地（前橋市朝倉   

町3丁目30－5、6、7、27、29、30、31、32、）における発掘調査に関するものである。  

2．調査は、前橋市教育委員会文化財保護係が担当し、高橋正タい前原口豊が参加した。また、調   

査にあたっては、長谷川節司氏に費用及び協力をえた。  

3．本書の作成は、討議をもとに、Ⅰ、Ⅱ－2、ml－2、Ⅳを高橋正男が執筆し、その他につい   

て前原 豊が執筆し、編集は両名があたった。  

4．本追跡の略称は61G5である。  

5．各追跡の略称は次の通りである。  

D…土坑 ・ W・‥・柵跡 ・ P…・ピット  

6．適構・過物の実測図の締尺は次の通りである。  

適構 全体図…1ノ80  地物 土器・石器…1ノ2  

7．スクリントーンの使用は次の過りである。  

過横平面図  焼土…点、炭化物…班  

遺物実測図  須恵器断面…黒塗、炭化物…班  
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Ⅰ調査に至る経緯   

昭和61年4月16［l付で前橋苗宅地開発事前協議審査会から、長谷川節司氏より申請のあっ  

た宅地開発にかかわる表面調査依榔が提出された。4月241三】に前梢市教育委員会で表面調査を  

実施した結果、本調査地は古墳時イじ～平安時代の遺跡地である可能性が極めて高いことが判l目し  

た。そのため、5月8日に調査地の東西・南北に幅1肌のトレンチを5本設定し、追跡確認調査  

を実地した。その結果、平安l侍イー℃の納1条・竪穴式住居跡らしき適用等を碓認することができた。  

そこで、宅地開発中請者である長谷川節司氏と協議・調整をし、前柄再教育委員会直営で発掘調  

査を実施することとなった。  

Ⅱ 遺跡の位置と環境  

1．遺跡の立地  

娘守廻り過跡が所在する前橋頼朝愈lけ一三Tl三】は、前橋市街地である県庁付近から南東3．7たmの  

所にある。追跡の捌こ、県道前橋・玉村線と平行する市道南部地区349号線が南北に通過して  

おり、主要地方道前橋・古河線との交差点から南に1．5J～mの所にある。また、北側1．5′imには、  

川鉄両毛線が東西に走っており、現在高架事業が進められている。   

追跡の所在する地域は、前楠台地＿L二であり、槙高約93¶もの北西から両班にわずかな傾斜が見  

られる。本地域の北側1たmは、前橋台地を旧利根川が侵食して、比高5～6仇の河岸崖が形成さ  

れている。この河岸崖沿いには現在広瀬川が商流している。   

文討lけより朝倉・広瀬・l1J王‖Jにかかる広瀬川右岸は、かつて県l句でも塙‖旨の古墳密集地帯で  

あった。しかし、その古墳と重視して昭和30年後半より住宅地が造成されたため、数姑の古墳  

を残して今は消滅している。木地跡地はこの古墳群に隣接する区域であり、また現在の住宅域の  

外縁部に位置している。  

2．歴史的環境  

遺跡地川辺の歴史的環境をみると、同地はかつて市内でも有数の了！川柑羊地帯であった。l昭和1  

3咋の県下古墳一斉調査（上毛ホ墳綜覧）では、旧上川淵村ゼ113兆の古墳群の存在が碓認さ  

れていた。しかし、昭和初期の強仙川り墾、戦申・戦後におけるl用墾、そして、昭不II30年代後半  

からは宅地造成事業等の偶発の披が一気に押し寄せてきた。そのため、軌倉Ⅰ号・Ⅲ号・IlI号鳩  

・小旦那古墳等一部記録保存された了！γ墳もあるが、大部分の1い墳が末訂．『査のまま破壊されてきた。  

現在残っている古墳は、八幡山・天神山・砲塚lLい金冠塚・文殊11い阿弥陀l1．1古墳等の数兆だけ  

になっている。これらの古墳は、4世紀前半から7世紀後三l二にかけて築造されたものであるが、  

そのlいでも天神山古墳と八幡山古墳は、県と国の指定史跡になっている。天帥」」古墳は、関東地  
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fig・2 鎮守廻り遺跡周辺図（1／5，000）  
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ガにおける最古の前方後円墳とされ、出土■1t■●も多く鏡5面・太刀・紡錘車等15．気1日165点に  

及んでいる。また、八幡l＿しl古墳は、墳丘の形が前方後方墳という全国でも数少ないものの一つで  

あり、その大きさにおいては全円一と言われている。   

一方、遺跡仙南酉側の水仕け山神こは、古代国家条里制の跡が認められている。また、最近にお  

ける宅地開発印業にイ三lくう発桝訂月悉により、同地周辺の後閑団地追跡・後閑11追跡・坊山追跡から  

は、古墳時代から平安l時代にかけての住居跡㍉井戸跡・土坑等が確認されている。   

以上のことから、本適跡地付近は古代東国の歴史を知るうえで～引三けべき地域と考えられる。  

Ⅲ 調 査 の 経 過  

1．調 査 方 針  

発掘調査を実施するにあたって、桝作土の州削は、時間的制約があったため重機を川いた。調  

査穐l韮＝ま、南北10¶も・東西7肌・面積70†げのはぼ長方形の区域であった。グリッド設定は4  

77L四方で行い、北西杭をグリ ッド呼称とした。   

調査は表土層の除去後、直ちにプラン確認に入り、亜行してグリ ッド設定、ベンチマークの殻  

償を行った。   

その後遺構の調査は、下記のとおり実施した。  

（1）中央部にセクションベルトを設けて土層観察を行う。  

（2）遺物については、適用の性格を鑑みJ戸＝立毎の取り上げを行う。  

（3）適用平打順lは、縮尺1／40にて作成する。   

以上大まかな方針のもとに調査を進めたが、退棉等の東榎もなかったため雌乱射こ進んだ。  

2．調 査 経 過  

発掘調査の期間は、昭和61咋5月22日から291‡ほでの8川iり（実肇6．51≡l）であった。  

調査経過の概要は、下記のとおりである。  

発掘調査準傭  

発抑調査開始  

グリ ッド設定  

掘り下げ作業  

遺構実測 ・  

適物洗浄 ・  

発抑調査終了   

5月221二】（木）  

23日（金）  

241三1（土）  

26日（月）  

27日（火）  

28日（7K）  

29t≡】（木）  

・ 重機による表土はぎ  

・ 掘り■Fげ作業   

・ 逝構精査   

適構全体写真拍形   

注記開始  

・ 写莫・図面の整班＝用始   
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fig．3 鎮守廻り逝跡発抑網眉区域図（1／500）  
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1V 層  

今回の調査地は、昭和30年代に区画軽矧が実施されて  

おり、旧来の地形を一部改変している。本題跡の立地する  

前橋台地は、北西から南東にかけて3／1000はどの緩  

やかな傾斜を有する地形である。適構は、主に地表約40  

～60cmのところに堆積する1V層面で検J」二lした。地］」はⅤⅠ  

層としてとらえ、上部ローム層が水成堆積をしたもので、  

この下郎には砂礫層の発達が認められる。  

Ⅰ層 表土。黒褐色を帯びた桝作土。約30cm。   

H屑 鉄分沈淑層。約10cm。  

］Ⅰ層 樺褐色粗砂層。軽石7～10％入る。約5cm。   

Ⅳ層 黒褐色粗砂層。軽石3～5％入る。約10c爪。   

Ⅴ層 黒褐色紺砂層。約25c爪。   

Ⅵ層 砂質ローム層。約30cm。  

fig．4 鎮守廻り追跡  

機準土層医I（1／20）  

Ⅴ 遺 構 と 遺 物  

1．遺  構  

W－1号清  光掘区域の西壁に接するA～C－1グリ ッドに位置し、南北に走行する。碓認  

而からの深さは1．0肌であるが、桃の底部には至っていない。検I】はれた東の肩r耐ま、地l．Llの砂  

質ローム層を州別して形成しており、直線的に立ち上がりを見せる。立ち会い調杏の結果と併せ  

て考えると、逆台形を呈する幅4．5m′の大潮と推定できる。土層断面には、砂がラミナ状に堆積  

していることから過7kがあったものと考えられる。また、指標となるテフラは観察できなかった  

が、出土迫物は常耐片が付近に見られた事から中■l上と以前の所産と考えられ、桟IiりB峠石を堆積し  

ていない申から大仁元年（1108年）以降に聞1判された事が考えられる。   

W－2号溝  W－1と並行して検出されたがA－1グリ ッドにおいて、途切れており、又、  

C－1グリ ッドにおいて先抽が不明となってしまうため、長大の土坑の可能性もかんがえられる。  

晰1．0仇、深さ0．4仇、断面形は半円形状を呈する。   

W－3・ヰ号溝  W－1・2号満と並行し幅0．4m、探さ0．3m・の小満である。2条はA－  

1・2グリ ッドで合わさるため本来は同一の物とかんがえられる。2条とも同質の覆土が単層で  

認められる。   

W－5号溝  B・C－2グリッド内に一部が検山されており全体の形状は不明である。覆土  

－ 7－   



fig．5 鎮守廻り追跡全休図（1／80）  

も深い所で0・1肌と浅く肩部も明僚な立ち上がりを示さない。山土過物も全く認められなかっ  

た。   

D－1号土坑  A－2グリッドに存在し南北0．9m、東西0．6m、探さ0．4～0．6肌を計測す  

る。底面は西から東へ傾斜しており、東壁は袋状を呈している。覆土はW－3・4号と共通する  

土層が認められた。   

貼り床遺構  A・B－1・2グリッド内に東西1．1m、南北2・5丁几に亙って竪穴住居跡に見  

られる貼り床層が存在していた。この遺構はW－2，3，4∵号構によって切られており、貼り床は5  

c爪の厚さでロームと黒色土でもってたたき締められていた。貼り床土層の上には多量の焼土・炭  

化物を含む土層があり、土師器、須恵器の破片が分布していた。  

－ 8－   



A「 1 鉄分沈毅屑     2  メェl褐色机抄屑  

3a 鉄分沈毅屑  
3b 【ノー人＿卜を】0％合む妙所土屑  
3c rい一人ニ1二を30％食む砂軋l：屑  
3‘】I】l抄屑  
3c 砂炸l二屑  
3r 粧．lニソ＝ツケを20－30％食む抄質・】．㍍  
3g 隷t色ニl二を含む砂新王屑  
3ll 砂軋1：屑  
3i 抄炸1：屑  
4  焼上・抜化物が多い通物日合層  
5  妙所－′一人ニトを硬く締め／こ貼り抹二1二屑  
G  ビット畷二i二  
7  川＝1」。‖－ム漸事多屑  

－B  

rig．6 鎮守廻り追跡土層断面図（1／40）  

二二  

［＝コ   

fig．7 鎮守廻り追跡亜土過物実測図（1／2）  

－ 9－   
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fig，8 鎮守廻り遺跡≠土迫物実測図（1／2）  

ピット名  長 径  短 径  深 さ   

Pl   17   9．5   4 5   

P2   2 6   18   3 0   

P3   14   14   3 4   

P4   18   14   41   

P5   3 5   12   15   

P6   12   2 2   

P7   9   7   4 8   

P8   3 6   16   18   

P9   18   15   3 6   

P10   40   2 5   2 5   

Pll   19   （14）   13   

ピット  P－ ～P】．の11個が検山さ  

れた。このうちq、ち、P4、1）6、  

R。はそれぞれW－2・3・4号溝によっ  

て上面を切られている。   

この他にB－1グリ ッドに焼土が径15  

Cm、厚さ2～3cmに亙ってみられた。   

－10－  



2．遺  物  

本追跡の山二l∴遺物は奈良・jlま安時代をttりL、に糾文l甘代、古墳‖料代、小一世の遣物が桧山されている。  

いずれも鮒付こは少なかった。ここでは、図示できる遣物を紺介したい。   

土師質土器（rig．7－1）Ⅰ）－1号二L坑から川二l二した二川l個二上帯である。l．I祥7．1cm、器  

高2．4cm、底径4．5cmを計る。休部を1／3はど欠損しているが、全体の端形は観察でき手腕柏に  

よって成形され、底部の切り離しはノ〔州転の糸切り技法により行われている。胎土には小砂粒を  

含み焼成は非常に良好である。色調は灰色を墨し、【一l綾部内外l仙こ新しい河I他の付着が観察され  

たため、灯lリーまヰとして使川されたと考えられる。   

打製石斧（fig．7－2）  多野l1り出で肘Lはれる三波J」川；の結屏パー岩を川いて作山され  

た不i斧の刃郡である。北部は欠損しているので不明であるが、残存部から推定すると短冊形の石  

斧と思われる。裏吊Iiに大きく三l二要剥離而を域し、川辺は数l即こ亙る剥附こよって作山されている。  

W－1号満とW－2り・偶のl吊から山土した。   

砥石（rig．7－一3・4）   砥石は2点山ニー∴した。3はW－3号構、4は貼り抹遺構であ  

る。 3は完形ん，，で長さ8．8cm、怖3．1cm、厚さ1．8cm、亀川二77gを計る。表裏niと一側面カi砥  

石として利川されている。各面とも良く使Jljされ摩耗しl理状に酒仙しており細かな擦痕が多数認  

められる。凝灰岩製。   

4も完形．■言－】で長さ7．2cm、附3．1cm、厚さ3．2cm、重患112gを計測する。表面は使川によ  

り著しくl‖‖犬に輝托している。また、擦痕は総ての汀Iiに認められる。＿卜．端部からホ側面にかけて  

径6mⅢの小孔が貴通されている。また、裏面下部にも径2m爪の小孔が巾m程穿孔されている。凝  

灰キ：闇。   

土師器（rig．8－1～4）   図示した1－4の土端はl1辺邦がわずかに残存するだけで  

あるが、他にl封示できる物が無いため敢えてl対示した。1・2は杯形l∴器であり1がW－1り溝、  

2がⅠ）一仁丹二卜．坑拙・卜である。1・2とも外面は「l辺郡に構灘、休部に箆削り、内面は構撫でに  

よって調酪される。1のtl返は内偵し明l原な外稜を有する。3はS字1人【二l縁台付班形⊥器である。  

4は班形土端のIl辺邦である。頚部に一条の凹練が施される。Il辺郡は内外而とも構撫でがなさ  

れ、外面川■川；は斜め縦方向の箆l当りりが施される。   

須恵器（＝g．8－5） 椀形二1二端の底部片が1／2残存している（）習灰色を呈し、軌摘  

掛杉により什＿卜げられ底部はイ州転の糸切り技法によってり」り離される。高台榔剥落。表採。   

埴輪（rig．8－6・7）   埴輪ノ1■は3点出⊥している。いずれも雌托しており流人であ  

る。6はW－2・せ溝、7はW・－1一号満とW－2ヤ溝の榊から山土している。6・7とも外Irtiは縦   

力●向の刷毛l‡が施され、内iFliは指撫でによって乱Id整される。6は底部片である。   

常滑系陶器（rig．8－8）  胴鞘吊一であり卜l仙こ接合帯がみられる。素地の接合を良く  

するために格子目のll！ト線がいれられている。紬加ま箆撫でにより調整されている。胎土には白砂  

を多く含み亦褐色を呈する。  
－11－   



Ⅵ ま  と  め   

鎮守廻り遺跡周辺の地域は、現在まで天神山古墳・朝倉Ⅰ～111号墳・小旦那古墳等の調査を始  

め、金冠塚古墳・後閑団地遺跡・坊山追跡・後保＝Ⅰ遺跡の調査成果が公にされてきている。いず  

れも開発に伴う緊急調査であったが、古墳l馴一ヒの社会構造や古墳群成立の過程、それに続く律令  

制下の条里制施行の実態と耕地拡大の経過を把捉できる基礎資料と考えられている。   

今回の調査では、調査面積が70¶fであったが、この地域の発展のプロセスを知るうえで虫垂  

な資料を得ることができた。本遺跡から検出されたW－1号構は、rl1土地物から判断すると平安  

時代以降、中世に至る間に開削された条里制にからむ重要な川水路と考えられ、現行する鵜気川  

と500肌はど離れ、並行して流‾Fしていたと思われる。   

この視点で本地域の水路体系を見直すと文京田丁の「女溝」や後閑団地遺跡検I」1の溜弛1犬施設が  

浮かび上がってくる。女構は上幅16～18肌、下幅12～14m、探さ2m．の巨大な川水路で、  

現在の三河町二丁目松竹院付近を起点とし、■天川l町内で妬ほ川lに合流する1．5如の延長を有する  

ものであった。時代的には、貞享元咋（1684年）に古用剛により編摸された「前橋風二t二記」  

に女満の名が出ていることから、それ以前の所産と考えられる。一力‘、後保旧l地道跡の溜Ⅲ山犬施  

設は、調査範囲内で東西15肌、南北8†7L、探さ3肌以＿仁．であり、上部から1仇の所に浅問B軽  

石（1108年噴火）が見られたものである。また、底i仙こは人頭大の礫が多数見られ、水草の  

出土もあった。   

このように、本地域における古代川水蹄等の検山は今後も土捌lけるものと考えられる。本地域  

が、他の地域に比べ卓越した古墳文化を展開した要因は、それを支える農薬生踵基盤があったか  

らと考えることができる。また、その生産地城は、7しγ墳習分布域の商酉に広がる上川淵ではなか  

ったかと推定できる。今回本地跡から検山された大溝（W－1号墳）や女柵等の川水路の存在か  

ら、古墳文化の基盤であり、古代条里制の施行されたであろう7出札地帯の様子が想像できうるが、  

古墳時代からの生産基盤の変通を考える上では、こうした古代川水路の詳細な僻明が今後重要で  

あろう。  
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PL l  

発掘区全景・西から   
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